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には急死をも招くと述べる。ハラー 努めて男性の快感 女性のオルガスムを区別して描き、前者 多くの叙述を費やしていることは注目に値する。
ハラーが女性の快感に与える記述からは、快感の淵源という問題
が提起されるが、こ 問題についてはのち ふれる必要があろう。いずれにせよ、女性における欲望の亢進についてハラーが与える説明は詳細を極めている。愛撫によっ クリトリスが勃起すると 女性は我慢ができなくな 。膝が震えて力が抜け いっぽう 乳房は熱を帯びて赤みが差し、膨張して円錐状に固くな もっとも、ハラーは膣の役割を排除しているわけではなく、外生殖器全体を扇情的にくすぐることの効果を過小評価 い わけでは 。ビュフォン以後、ただしカバニスと観
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念学派にははるかに先だって、ハ



















たものを成就 さいに惹起される興奮が る広がりを示しているか、これをきちんと把握することである。十九世紀 ポルノグラフィーやオルガスム機械が、肉体的結合を一世紀に たって高く評価してきた運動の帰結だと考えないように よう また、一七七〇年から一八六〇年までのこうした医学 言説を読むとき 異性愛という観念すら考える とができな った事実を理解し ければならない。異性愛と う観念が可能なためには、ふたつの概念 練り上げられていなければならないが、当時それらは知られていなかっ
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た。まずは性欲という概念。そしてもうひとつは、 「 『自然』の要求」の成就にともなう快感と欲望とを切り離す、同性愛の概念である。
一七七〇年代初頭から十九世紀中葉にかけては、性交にかんする






ド・ラ・サルトとデランドの概論書に たっては、教育者や家庭の母親に向けて書かれている。しかも、ロマン主義文学に対して周知のような過酷な検閲が されていた 時代 。
したがってわれわれは、エロティック文学と医学的著作を近づけ
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十八世紀末から十九世紀初頭にかけておこなわれた性交欲のこう


















































物のなかで最も惚 っぽ とすれば それは結局 精子 分泌 必要な栄養分をよりふんだんに供給できる栄養補給が可能だからである。
人間の雄はたしかに、こうした優位と引き替えに、オルガスムの





「自然」の要求を実現しようとするさい動物と人間にいかなる違いがあるか明確 しようと試みたのち、欲望の高まりと う ころでつまずいている。欲望の高まり 主題にした彼らの言説は、観察の結果と曖昧な仮説を、いや非合理な仮説までもないまぜにし 、たいがいが支離滅裂なありさまを呈しているのである。概して、観察可能なもの 計測可能なもの、すなわち生殖器 状態に閉じこもており、言説の最も大事 部分は器官の興奮 オルガスム、抑えきれない欲望、刺激 いう要素に依存 ている。欲望を持った男性の性器は勃起し 欲望を持った女性の諸器官は血液の大量流入によっ
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て膨張する。そこに刺激、系のあいだの親和作用、勃起組織間の連絡といった仮説が加わる。
こうした血液と神経の作用を越えたところにひとつの疑問が生じ
てくる。これらを統括する指揮者ははたして存在するのか。それは大脳なのか小脳なのか。ところが、これら臨床医と生理学者においては、この疑問は、魂が備えた能力、とりわけ想像力と記憶力の役割にかんするきわめ 曖昧な問題提起 導か てしまう。情念を、彼らが研究する自然の作用を攪乱するものとして排除 、むしろ、両性の肉体的結合という芝居を演出する自然な感情について議論を長々と展開しようとする。
男女に〈欲望〉を授け、性差を認識させるものは自然である。男















































ぬ生理的衝動を受けて采配を揮い、想像力を始動させる大脳の機能の両者が、 「説明のつかない相互依存」と「能動的な共感」作用のなかで組み合わされている 見ている。つまり ここには複雑な相互作用が生じており、この相互作用 プロセスがどのように機能しているの もっと 解すべきだと考え のである。
医者たちは男性の欲望にあまり時間をかけていない。あまりにた











現象で、突如訪れることもあればゆっくり 徐々に訪れ こと ある。意志に従 ことのな 勃起は、はかな 、気まぐれで、 「さまざまな度合いを取ることができ 」 。ほとんど同じ状態 とどまっていることができな ので、挿入後、任務を完遂するまでは「い
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なる気散じも許さず」 、 「他の行為をすべて締めだそうとする」 。アドゥロンによれば勃起は大脳の影響によって起こる。火のついた生殖の欲望が海綿体を刺激する。その一方で、ペニスと、いくつかの内的な共感を経由してペニスに結びついた生殖器 に直接的な刺激を与える。
ラルマン教授は描像を簡潔に描いている。陰茎亀頭の「感覚機能








































































































るべきではないというわけだ。当時の臨床医は欲望と快楽の源泉にかんして、必ずしもクリトリス派と膣派のいずれかにきっぱり分かたれているわけではなかった。た 、コベルトがこの議論に参加する以前は、高ぶり、オルガスム、火照り、疼き 劇的な亢進にだれもが極端な重要性を与え、こ し 現象が解
リリース
発しやすい病気を延々















乳首ばかりに、いつまでも閉じ込められたままではいない。反応の放散作用によって感覚的印象があちらこちらに伝播し、他の多く器官も「いっせい 震える」に た 。子宮 共感 放散を認めない医者がいないのはこうしたことによ 。そ 代わり、身体の一部へのわずかな接触でも子宮に影響を与える可能性 ある。早くも一八二二年には、ハイデルベルクのフリードリヒ・ティエデマンが神経経路 研究によってこの放散を説明しようと試みている。






























































典』で素描した性的欲望の特に強い女性 臨床描写を見てみよう。淫乱が疑われる女性は「神経系が優位にあり、筋肉がきわめて発達しており、蜂巣状組織が少ない」ばかりで く、加えて「体毛系発達していて色が濃く、髪、睫毛、体毛 も 豊かで漆黒である。目も同じように黒く大きく生彩を放ち、表情は表現力と動きに富んでいる」 。 「性的器官
〔性器、乳房、尻〕
が張り出し、乳房もどっしり




























































































なると、詩才を発揮しなくては いと感じてしまうのもやむを得まい。その点で、男性の性行為を、さながらツチボタルの幼虫のように光で透かして観察でき いこ にモロー・ドゥ ラ・サルトは不満を抱 ている。どの専門家も一致して、性交とそれに必要な強度、その得も言われぬ歓びを讃えると同時 、性交にともなう危険、性交と死との関係もまた暴露している。快楽を敵視し、快楽の洗練にほとんど関心を示さなかった「ヴィクトリア朝」的 観念をここで一掃しておく しよう。男性と女性の肉体的結合の波乱に富んだ描像によって われわれは当時 臨床医学と生理学の核心に迫ることができる。
一七七〇年から一八二〇年中葉まで、この詩的レパートリーは生






























いうことは、博士論文 審査委員をしていた大家たちもこうした調子を直接耳にしていたのだろう。ビロンは『医学事典』で、 交が「生きてあることに価値を与える」ものであり、 「生殖行為の完遂」
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、返す刀で、節欲、自慰、肛門性交、獣姦を拒絶する。フルニエ教授によれば、性交 は「 〈同じ種〉に属し、 〈性の異な





























で何世紀にもわたって人々の耳目を集めてきたこ 問題は もはやほとんど議論の俎上に載せられていない。過剰な性交を慎むべき期間はあるもの 、医者は以前のように禁忌をふりかざさなくなった。ただ、妊娠期間 性交 ついては以前よりも注意を促している。古代人たちは、妊娠中の女性が性交に伴 震えによって「被おそれのある混乱」を強調している。ヒポクラテスも禁欲 奨めいた
―
ただし、アリストテレスは例外的にそうしていないが。と
いうのも、性行為が、妊娠に起因する子宮の例外的な多血症 増悪するからである。しかも、性的快感によって子宮 感受性が「激化」し、それが原因で出血 痙攣、収縮、硬性癌、とりわけ早産が引き起こされる危険がある 一八〇三年、モロー・ド・ラ・サルト
（（
（
は、モリソー マオン その他前世紀の多くの医者に倣って注意を呼びかけている。 「性交の闘い」と「愛と快楽の瞬間に起こる震え」によって女性の下腹部 収縮するために 胎児は苦痛を被




















































れることによっ 程度の差こそあれ、官能的 感覚が生殖器 刺

















































































































なる。生殖に好都合なタイミング 追求は、個人の気質、生き方、気候に即した愛し方をもたらす。したがって、インドでかつて行われたように、太鼓の合図でいっせいに「結婚の義務」が命じられるなど、もってのほかだ 性交とは 自由で、何物にも依存せず、気まぐれで、ひとりひとり違う気質を除けばすべてに抵抗を示すことさえある」機能を満た てやることだか である。それゆえ つも同じ季節に子どもがうまれるカップルがいても驚くには たらない。
したがって医学書は、房事の間隔にかんする一般的な忠告にはご
く軽くしかふれてい い。 しか 不節制を避け、夫婦のベッドを出てからもその後の力と、反復を容易にす 軽い欲望 つねに保ち続けるよう留意すべきではある しかし繰り返し なるが、房事の




































































われの神経に与え 苦難」 、したがって 「精液 反復的喪失」に持ちこたえられるだけの さ 考慮し のである。こうしてマルクは、選択の自由を再び疑問に付している
性行為においてカップルが取る体位は、古代からずっと医者と神
































ボン博士は一 五九 、博士論文全体をこの体 の研究に充て、
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